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「思考と行動につながる好奇心」 

校長 竹内 大吾 

  

 冬の風が頬に触れ、手袋の温もりが嬉しい季節となりました。１１月１１日(火)、

１２日(水)に実施した授業参観では、多くの保護者の方々に御来校いただき、ありが

とうございました。日頃の学習の様子、子供たちの成長した姿を御覧になっていただ

けたのではないかと思います。 

 さて、１０月から１１月の秋にかけては、各学部において、遠足、校外学習、社会

科見学、移動教室、進路見学等が行われ、幼児・児童・生徒たちは、校外の様々な施

設で見学や体験をしてきました。日常の学校生活と違う環境に行くことについては、

緊張する子供もおりましたが、実際に聞いたり、触れたり、雰囲気を感じたりするこ

とで、新たな発見や学びにつながったことも多く、学校に戻ってきた後に、体験した

ことを嬉しそうに話す姿が見られました。 

 現在、国では、令和１２年度から実施される予定である学習指導要領（学校がどの

ように教育を行うかの指針）の内容について検討をしております。その検討の中では、

これからの変化の激しい時代を生きていく上では、主体的に自分の人生を舵取りする

ために、「まず考えてみよう、行動してみよう」という好奇心や他者との対話や協働

の中で、自分の行動を調整していくこと等の重要性が挙げられています。 

 現代は、ＡＩやインターネットから好きな情報を手軽に手に入れることができる時

代になりましたが、大切なことは、「分かった」つもりで終わらずに、その情報につ

いて「本当かな」「もっと調べてみよう」「確かめてみよう」と、思考を深めたり行動

したりできるような、より深い好奇心をもち続けることだと思います。 

そのためには、周囲の大人たちには、子供が体験をとおしての気付きや興味をもっ

た時に、「よく気付いたね」と興味をもったこと自体を褒めたり、「分かったら教えて

くれるかな」「一緒にやってみようか」と気付きを行動に移すような言葉かけを工夫

してあげたりすること等が大切になってきます。 

 今後も、学校と家庭が協働しながら、子供たちの主体性が育まれていく環境をつく

っていければと考えております。二学期も残りわずか、よろしくお願いします。 

「中学部１・２年移動教室」 
１０月３０日（木）～１０月３１（金）に、中学部１・２年生が移動教室に行って

きました。今年度の移動教室は東京都内でした。初日はまず、スクールバスとモノレ
ールに乗り、羽田空港第二ターミナルに行きました。天候にも恵まれ、展望台では、
飛行機の音を楽しみました。飛行機が飛び立つ瞬間までのカウントダウンをする生徒
もいました。しながわ水族館では、アシカのショーで聴い 
たアシカの鳴き声に笑顔を見せていました。２日目は、代 
々木公園を散策し、集めた木の実を使ってクラフト体験を 
行いました。 
 今回は、公共交通機関を利用する場面が多くありました 
が、マナーやルールを守り落ち着いて行動できました。 

（文責：中学部移動教室担当 有明 大志郎） 


